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１
月
１
９
日(

日) 

氷
川
神
社
新
春
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
ま

し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
氏
子
地
域
、
神
社
関
係
者
の

皆
様
と
バ
ス
旅
行
に
出
か
け
て
お
り
、
四
十
年
以
上
続
い
て

い
る
氷
川
神
社
の
大
切
な
年
中
行
事
で
す
。
。

今
年
は
靖
國
神
社
正
式
参
拝
、
遊
就
館
見
学
、
高
御
座
見

学(

東
京
国
立
博
物
館)

と
い
う
内
容
で
し
た
。
昨
秋
か
ら
企
画
、

準
備
を
進
め
て
き
て
、
約
４
０
名
の
方
々
に
ご
参
加
戴
き
ま

し
た
。

当
日
は
真
冬
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
暖
か
い
日
と
な
り
、
風

も
な
く
、
と
て
も
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
大
型

バ
ス
で
高
円
寺
を
出
発
後
、
今
夏
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
競
技
場
で
あ
る
新
国

立
競
技
場
を
経
由
し
て
、
靖
國
神
社
に
到
着
し
ま
し
た
。
到

着
後
、
靖
國
神
社
の
山
口
建
史
宮
司
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
殿
に
ご
案
内
さ
れ
正
式
参
拝
と
な
り

ま
し
た
。
本
殿
は
都
心
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
凛
と

し
た
空
気
が
漂
っ
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
正
式
参
拝
後
は
遊
就
館
を
見
学
し
て
、
靖

國
会
館
で
昼
食
後
、
東
京
国
立
博
物
館
に
移
動
し
ま
し
た
。

昨
年
十
月
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
に
て
天
皇
陛
下
と
皇
后
陛
下

が
昇
ら
れ
た
「
高
御
座
」
と
「
御
帳
台
」
を
見
学
で
き
る
期

間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
ま
し

た
。
御
代
替
わ
り
の
時
期
に
し
か
目
に
で
き
な
い
も
の
を
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

夕
方
に
は
無
事
に
高
円
寺
に
到
着
し
て
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
大
き
な
事
故
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
何
よ

り
で
し
た
。
今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
行
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
関

係
者
全
て
の
方
々
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

靖國神社拝殿前で記念撮影

氷
川
神
社

新
春
バ
ス
旅
行

靖
国
神
社
正
式
参
拝
・
高
御
座
見
学
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綺麗に落ち葉を除去
して戴きました

令和２年２月吉日 第１６７号 (令和２年２月号)

完成した新国立競技場

靖
國
神
社

正
式
参
拝

日
曜
の
早
朝
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

道
路
の
混
雑
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

靖
國
神
社
到
着
前
に
は
先
日
完
成
し
た

新
国
立
競
技
場
付
近
を
通
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
間
通
り
に
靖
國
神
社
に
到

着
し
ま
し
た
。
到
着
後
は
、
手
水
舎
で

お
清
め
を
し
て
か
ら
参
集
殿
に
御
案
内

さ
れ
ま
し
た
。
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
午
前
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く

の
参
拝
者
で
境
内
は
賑
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。
正
式
参
拝
前
に
は
山
口
建
史

宮
司
よ
り
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。

正
式
参
拝
後
は
遊

就
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
館
内
は
と
て
も

広
く
、
保
存
さ
れ
て

い
る
資
料
な
ど
も
膨

大
で
、
初
め
て
訪
れ

た
参
加
者
か
ら
も
驚

き
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
限
ら

れ
た
時
間
内
で
館
内

を
隈
な
く
廻
り
、
見

学
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参拝前に手水舎でお清め

参集殿にて

正式参拝前に山口建史宮司にご挨拶を戴きました

遊
就
館
見
学

遊就館の歴史
遊就館は明治10年の西南戦争が終わるころ設立の構想が出され、同12年に陸

軍卿・山県有朋を中心に、「御祭神の遺徳を尊び、また古来の武具などを展示
する施設」として構想され、イタリアの雇教師カペレッティーの設計により、
明治14年にイタリア古城式の建物が竣工し、翌15年2月25日に開館式が行われま
した。
館名は、構想段階で正式名称が決定するまでは「額堂並に武器陳列場」と仮

称されていましたが、後の宮内大臣田中光顕伯爵が学者吉雄菊瀕の原案に基づ
いて正式名称を「遊就館」と決定しました。
その後、日清・日露両戦争、第一次世界大戦等を経て、増改築、別棟新設な

ど館の拡充が進められますが、大正12年の関東大震災でレンガ造りの建物は大
破し、撤去の已むなきに至ります。
翌13年、取り敢えず仮館を建設し、規模を縮小して開館しますが、昭和天皇が
即位の大礼を行われた昭和3年2月、復旧建築委員会がおかれ、復旧が急がれま
した。近代東洋式(帝冠様式)の本館を再建すべく、東京帝大の伊東忠太教授を顧
問に準備を開始し、昭和5年に地鎮祭催行、建物が翌6年に竣工、そして昭和7年
の4月26日に開館記念式典が行われ、遊就館の復旧が完了しました。更に昭和9
年、国民への軍事知識普及のため付属の国防館(現靖國会館)も建設されました。
大東亜戦争中、昭和20年5月の空襲により、大ホール周辺の展示室に被害があ

り、別館は焼失し、蔵書や幕末以来の貴重な絵画類を失いました。また敗戦に
より9月11日に「遊就館令」が廃止され、64年に及んだ遊就館の機能は停止しま
した。遊就館の建物はその後、占領軍に社屋を接収された富国生命保険相互株
式会社の本社事務所として昭和55年まで使用されます。
昭和34年、ご創立90年に際し日本橋三越にて開催された「靖國神社展」で遊

就館の所蔵品を公開したことがきっかけとなり、昭和36年4月より靖國会館2階
を改修して「靖國神社宝物遺品館」とし、宝物遺品の陳列展示を再開、皇族方
もご覧になられました。
昭和55年になると、いよいよ遊就館再開の準備が本格的に始められ、昭和60

年12月、遊就館改修工事竣工、昭和61年7月、展示内容等を充実し、およそ40年
ぶりに遊就館は再開されました。その後、靖國神社御創立130年を記念して、平
成14年7月13日、本館を全面改装、展示手法・展示内容も一新し、更に映像ホー
ルを備えた新館を増設。ガラス張りのホールの中に零戦を初め、野外展示物を
収納し現在に至っており、世代を越え、多くの方々にご拝観戴いております。

遊就館
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遊
就
館
見
学
後
は
、
靖
國
会
館

に
移
動
し
て
、
昼
食
休
憩
を
と
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
出
発
ま
で
自

由
時
間
と
な
り
各
自
境
内
を
散
策

し
ま
し
た
。

靖國会館で昼食休憩

本当に暖かく穏やかな天気に恵まれました

高
御
座
・
御
帳
台
見
学

靖
國
神
社
を
出
発
後
は
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
を
訪
問
し

ま
し
た
。
昨
年
十
月
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
で
天
皇
陛
下
、
皇
后

陛
下
が
昇
ら
れ
た
「
高
御
座
」
「
御
帳
台
」
を
見
学
で
き
る
最

終
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
長
い
行
列
が
で

き
て
ま
し
た
。
御
代
替
わ
り
の
時
期
し
か
鑑
賞
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
参
加
者
か
ら
「
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
」
「
素

晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
」
と
い
う
声
を
戴
き
ま
し
た
。

東京国立博物館

高御座・御帳台と共に

無
事
に
全
て
の
行
程
を
消
化

し
て
高
円
寺
に
帰
着
し
ま
し
た
。

来
年
以
降
も
神
社
の
年
中
行
事

と
し
て
続
け
て
い
き
ま
す
の
で

今
後
と
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

靖國神社境内を散策しました

高御座・御帳台

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.hankyu-travel.com%2Ftour%2Fdetail_d.php%3Fp_hei%3D40%26p_course_id%3D4959HF&psig=AOvVaw3iJrzKxuajRoatmt2R_-dQ&ust=1580955321941000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCJCtgdWruecCFQAAAAAdAAAAABAI
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氷
川
神
社
の
匠

～
其
の
十
四
～

一
昨
年
９
月
よ
り
開
始
し
た
日
々
の
境
内
清
掃
整
備
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
日
々
神
社
が
清
ら
か
に
変
化
し
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
境
内
各
所

や
備
品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し

た
も
の
を
丁
寧
に
手
作
業
で
修
復
し
、
新
た
な
命
を
吹
き
込

み
、
ま
た
新
た
な
も
の
を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
境
内
の
竹
柵
新
設
」
で
す
。
以
前

か
ら
も
竹
柵
は
あ
り
ま
し
た
が
、
老
朽
化
し
て
き
た
の
で
、

全
て
除
去
し
て
新
設
し
ま
し
た
。
気
象
神
社
境
内
の
古
い
竹

柵
も
全
て
除
去
し
た
こ
と
で
清
掃
が
や
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
金
子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
の
力
を
借
り
つ
つ
一
つ

一
つ
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

靖國神社 御由緒

靖國神社は、明治2年(1869）6月29日、明治天皇の思し召しによって建てられた招魂社(しょ
うこんしゃ)がはじまりです。

明治7年（1874）1月27日、明治天皇が初めて招魂社に御親拝の折にお詠みになられた「我國
の為をつくせる人々の名もむさし野にとむる玉かき」の御製からも知ることができるように、
国家のために尊い命を捧げられた人々の御霊(みたま)を慰め、その事績を永く後世に伝えること
を目的に創建された神社です。

創建当時、日本は近代的統一国家として大きく生まれ変わろうとする歴史的大変革（明治維
新）の過程にありました。それ以前、日本は徳川幕府の政権下にあり、約250年にわたって鎖国
政策をとり海外との交流を厳しく制限していました。ところが、アメリカや西欧諸国のアジア
進出に伴って日本に対する開国要求が強まると、開国派と鎖国派の対立が激化し、日本の国内
は大きな混乱に陥ります。そうした危機的状況を乗り切る力を失った徳川幕府は、ついに政権
を天皇に返上し、日本は新たに天皇を中心とする近代的な国づくりに向けて歩み出すこととな
ったのです。
しかし、そうした大変革は、一方において国内に避けることのできない不幸な戦い（戊辰戦

争）を生み、近代国家建設の為に尽力した多くの同士の尊い命が失われる結果となりました。
そこで明治天皇は明治2年6月、国家のために一命を捧げられたこれらの人々の名を後世に伝え
その御霊を慰めるために、東京九段のこの地に「招魂社」を創建されたのです。
この招魂社が今日の靖國神社の前身で、明治12年（1879）6月4日には社号が「靖國神社」と

改められ別格官幣社に列せられました。
明治天皇が命名された「靖國」という社号は、「国を靖（安）んずる」という意味で、靖國

神社には「祖国を平安にする」「平和な国家を建設する」という願いが込められています。

気
象
神
社
に
新
設
さ
れ
た
竹
柵
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気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

桐灰化学㈱
気
象
神
社
で
は
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
祈

願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天
祈
願
に
お

越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月
１
１
日(

土) 

桐
灰
化
学
㈱
様
が

晴
天
祈
願
、
社
員
と
製
品
の
繁
栄
祈
願

の
為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

桐
灰
化
学
㈱
は
大
阪
市
淀
川
区
に
本

社
を
置
く
、
主
に
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な

ど
の
家
庭
用
日
用
品
を
製
造
・
販
売
す

る
会
社
で
す
。
今
回
の
祭
事
で
は
「
冬

が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
気
温
が
適
度
に
低

く
な
り
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を
一
人
で

も
多
く
の
皆
様
に
ご
使
用
戴
く
」
こ
と

を
祈
願
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

是
非
、
同
社
製
品
を
お
求
め
に
な
り

寒
い
冬
を
乗
り
越
え
て
戴
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
桐
灰
化
学
㈱
の
皆
様
、
そ
し

て
関
係
者
の
皆
様
の
健
康
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

祭
事
の
様
子

桐灰化学㈱の商品
桐灰化学㈱の皆様

気
象
神
社
授
与
品
の
紹
介
⑤

気象神社【晴守り(白金・桐箱入り】

『
日
本
唯
一
』
の
気
象
神
社
に
は
連
日
多
く

の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
参
拝
後
は

気
象
神
社
の
授
与
品
を
お
求
め
に
な
ら
れ
る
方

も
増
え
て
お
り
ま
す
。
毎
月
気
象
神
社
の
授
与

品
を
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

最
近
は
企
業
様
、

団
体
様
か
ら
の
祈
祷

依
頼
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
晴
天
祈
願
を

は
じ
め
と
す
る
気
象

に
関
す
る
各
種
祈
願

を
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

今月は「晴守り(白金・桐箱入り)」
の紹介です。１６４号で紹介した「晴
守り」の色が白と金色になったもので、
桐箱に収められているものです。昨年
の御代替わりを記念して令和元年の気
象神社例大祭の気象祭(令和元年６月
１日)に合わせて授与を開始しました。
是非この晴守りのご利益を感じて戴け
たらと思います。

気象神社公式サイト
リニューアル

２０１８年１２月に氷川神社、気象神
社の公式サイトを開設しましたが、２０
２０年(令和２年)の元旦に合わせて気象
神社の公式サイトをリニューアルしまし
た。外国人参拝者が増えていることもあ
り、英語、中国語版も用意しました。ま
た外国人からの問い合わせ窓口も開設し
ました。

気象神社

是非新しくなった気象神社
公式サイトをご覧ください。

公式サイトTOP画面

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.kiribai.co.jp%2F&psig=AOvVaw2MIu9ZzEoxOVh-SRB2laZT&ust=1580964830021000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPDl0YrPuecCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.kiribai.co.jp%2Fproducts%2F&psig=AOvVaw2MIu9ZzEoxOVh-SRB2laZT&ust=1580964830021000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPDl0YrPuecCFQAAAAAdAAAAABAJ
https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.kiribai.co.jp%2Fproducts%2Fcategory%2Fkrk002.html&psig=AOvVaw2MIu9ZzEoxOVh-SRB2laZT&ust=1580964830021000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPDl0YrPuecCFQAAAAAdAAAAABAO
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６

令和２年２月吉日 第１６７号 (令和２年２月号)

①

②
③

高
円
寺
氷
川
神
社

氏
子
青
年
会
新
年
会

１
月
２
６
日(

日)

に
高
円
寺
氷
川
神
社
氏
子
青
年
会
の
新

年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

於

氷
川
神
社
大
広
間)

氏
子
青
年
会
に
は
日
頃
か
ら
神
社
行
事
に
お
い
て
ご
奉
仕

を
戴
い
て
お
り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

氏
子
青
年
会
独
自
の
行
事
も
年
間
通
じ
て
行
わ
れ
て
お
り
活

発
に
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

氏
子
青
年
会
は
昭
和
４
３
年
に
結
成
さ
れ
、
氏
子
地
域
の

青
年
同
士
の
交
流
活
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
会
員
の
年
齢
構
成
の
高
齢
化
が
徐
々
に
進
ん
で
き
て

お
り
ま
す
が
、
昨
年
は
新
会
員
が
１
６
名
新
し
く
加
わ
り
、

今
年
は
４
名
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
会
員
の
皆
様

は
働
き
盛
り
の
若
い
世
代
で
、
こ
れ
か
ら
氏
子
青
年
会
の
活

動
が
益
々
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
年
会
の
前
に
は
氏
子
青
年
会
の
新
年
正
式
参
拝
の
神
事

を
執
り
行
い
、
安
寧
と
弥
栄
を
祈
念
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

新
年
会
で
は
、
多
く
の
御
来
賓
の
方
々
に
お
越
し
戴
き
、
清

興
も
盛
り
込
み
、
そ
し
て
新
入
会
員
紹
介
、
会
歌
唱
和
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
、
皆
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
神
社
の
行
事
に
は
、
氏
子
青
年
会
の
協
力
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
共
に
協
力
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
氏
子
青
年
会
の
安
寧
と
繁
栄
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新年正式参拝の様子

由井会長による玉串奉奠

◆
開
会
の
挨
拶

開会の御挨拶をされる加藤山葉さん
(氏子青年会副会長)

正
式
参
拝
終
了
後
は
、
大
広

間
に
移
動
し
て
、
加
藤
山
葉
さ

ん(

氏
子
青
年
会
副
会
長)

の
開

会
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
国
歌
斉

唱
、
氏
子
青
年
協
議
会
綱
領
唱

和
と
続
き
、
由
井
さ
ん
に
よ
る

会
長
挨
拶
、
そ
し
て
ご
来
賓
の

皆
様
か
ら
の
御
挨
拶
を
賜
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
乾
杯
に
合
わ

せ
て
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

◆
会
長
挨
拶
・
来
賓
挨
拶

由井営太郎さん
(氏子青年会会長)

飯田光雄さん
(馬橋稲荷神社氏子青年会会長)

井川邦夫さん
(東京都氏子青年協議会会長)
(大宮八幡宮氏子青年会会長)

渡辺忠司さん
(氏子総代会責任役員)

◆
乾
杯

乾杯の音頭を取る村田光紘さん
(氏子総代会責任役員)

今
年
も
参
加
者
が
７
０
名
程
度

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
の

皆
様
に
は
大
変
狭
い
思
い
を
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
距
離
が
近

か
っ
た
分
、
交
流
も
深
ま
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
毎
年
恒
例
の
氏
子
青
年
会

の
手
作
り
の
け
ん
ち
ん
汁
が
振
舞

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
午
前
か
ら

関
係
者
で
準
備
が
進
め
ら
れ
、
最

高
の
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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１１

令和２年２月吉日 第１６７号 (令和２年２月号)

高円寺氷川神社 氏子青年会

～氏子青年会結成のいわれ～

昭和40年代初頭、東京都神道青年会では
「各神社に氏子青年会をつくろう」という運
動が盛んになり、「氏子青年のつどい」が都
神道青年会の主催で3～5年おき位に開催され
た。これに呼応して、当時神道青年会役員で
あった先代宮司の山本雅道は雪谷八幡神社・
北川宮司の支援で昭和43年11月28日に都内6
番目の氷川神社氏子青年会を結成した。会員
(メンバー)は宮司の友人、後輩(高円寺中学校
卒業生)、各町会青年層を中心に、又南北商店
会青年部を含めて神社を中心として、地域相
互の青年の交流を目的とし、神社行事のお手
伝い方々「もちつき大会(3月第１日曜日－発
会の翌年昭和44年から継続実施)」をメインイ
ベントとして各種行事を時節ごとに執り行い
今日に至っている。

・元旦 除夜祭・元旦祭奉仕(神酒・
甘酒提供・お焚き上げ助務)

・1月中旬 新春バス旅行
・1月下旬 新年会
・3月第一日曜日ひな祭り餅つき大会
・5月 総会
・6月1日 気象祭(気象神社例大祭)
・6月30日 夏越の大祓
・7月～8月 全国氏子青年大会
・8月最終土日 氷川神社例大祭・神幸祭
・11月 花園神社正式参拝・忘年会
・12月 東京都氏子青年協議会忘年会
※その他行事開催時に適宜参加、奉仕

～主な年間行事～

新
春
バ
ス

旅
行

除
夜
祭

◆
大
締
め

◆
会
歌
唱
和

◆
清
興

清
興
で
は
、
東
家
一
太
郎
様
に
ご
登
場
戴

き
、
浪
曲
を
披
露
し
て
戴
き
、
と
て
も
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
氏
子

青
年
会
の
会
歌
を
皆
で
唱
和
し
て
、
大
締
め

と
な
り
ま
し
た
。
大
締
め
は
本
社
神
輿
宮
頭

の
上
野
徹
雄
さ
ん
に
し
て
戴
き
ま
し
た
。
今

年
も
無
事
に
新
年
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
を

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
氏

子
青
年
会
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

江戸消防記念会第九区七番組
高円寺氷川神社本社神輿宮頭

上野徹雄さん

氏子青年会の皆様

参
加
者
全
員
で
唱
和

し
ま
し
た
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ひ
か
わ
１
６
７
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
新
型
肺
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
脅
威
と
な
っ
て
ま
す
。

感
染
対
策
と
し
て
日
頃
か
ら
の

生
活
習
慣
に
留
意
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
多
忙
な
正
月
を
乗
り

切
り
ま
し
た
が
、
２
月
は
初
午

祭
や
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
も
あ

り
、
引
き
続
き
忙
し
く
な
り
そ

う
で
す
。
「
１
月
は
行
く
」

「
２
月
は
逃
げ
る
」
「
３
月
は

去
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
冬
を
越
し
て

春
を
迎
え
そ
う
で
す
。

編
集
後
記

１２

🌸

お
知
ら
せ

🌸

ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会

昨年のひな祭り餅つき大会の様子

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

新
年
か
ら
清
祓
、
厄
祓
を
中
心
に
氏

子
地
域
の
方
々
か
ら
多
く
の
祈
祷
依
頼

を
承
り
ま
し
た
。
氷
川
神
社
で
は
各
種

祈
祷
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

令和２年２月吉日 第１６７号 (令和２年２月号)

氏
子
の
皆
様
と
よ
り
一
層
関
係
を
深

め
る
た
め
、
そ
し
て
顔
を
覚
え
て
戴
く

た
め
に
、
昨
年
に
続
き
、
各
町
会
や
各

商
店
会
の
新
年
会
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
た
。
予
定
の
都
合
が
つ
く
限
り
、

参
加
し
ま
し
た
が
、
出
席
で
き
な
か
っ

た
新
年
会
も
あ
っ
た
の
で
、
必
ず
他
の

行
事
で
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
人
ば
か
り

で
し
た
が
、
一
年
経
っ
た
今
年
は
普
段

か
ら
お
会
い
し
て
い
る
方
々
ば
か
り
で

少
し
ず
つ
で
す
が
皆
様
と
の
関
係
も
深

ま
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
様
に

は
神
社
の
日
頃
の
活
動
を
知
っ
て
戴
き
、

気
軽
に
神
社
の
行
事
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

３
月
１
日(

日)

に
毎
年
恒
例
の

氏
子
青
年
会
主
催
の
「
ひ
な
祭
り

餅
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
お
餅
と
豚
汁
が
振
舞
わ
れ

ま
す
の
で
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日時：令和２年３月１日(日)
１２時～１４時

※食材なくなり次第終了
場所：高円寺氷川神社境内
料金：大人１００円

(高校生以下無料)
お餅と豚汁セット

１
４
７
号
か
ら
現
在
の
様
式
に
な
り

ま
し
た
が
、
過
去
の
社
報
を
お
求
め
に

な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。(

１
４
７
号
～
が
対
象)

◆
「
こ
う
え
ん
じ
ん
」
お
休
み

今
月
号
の
「
こ
う
え
ん
じ
ん
」
は
お

休
み
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
来
月
号
か
ら

通
常
通
り
掲
載
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

境
内
の
梅
の
木
も
少
し
ず
つ
芽
を
出
し
始
め
ま
し
た


